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B ・3 断層の 指導法

一
熊本県人吉盆地 に分布する人吉層を例として 一

田中 均 （熊大 ・ 教育）・田 口清行 （熊本市立江原中）・ 碓井耕一路 （熊大 ・ 教育）・

板倉寛樹 （人吉市立第一中）

　 中学校学習指導要領 におい て 断層 は 、 地震に よ る土地 の 変化 の なか で 取 り扱 う

とされ 、 正断層や逆断層な ど幾何学的お よび運動学的な分類につ い て は高等学校の

地学 IB や地学 1で 取 り扱われて い る。

　地学 IB や地 学 1 では 、 圧 縮の カ が働い た ときに は 、 逆断層が形成 され 、 上盤が

下盤の 上 にの し上 が る。 逆 に引 っ 張 りの 力が働い た ときには 、 正 断層が形成 され、

下盤に対 し上盤が下が る 。 また水平面 内で反対方向にず りの 力が働 い た ときに は 、

横ずれ断層が形成 され る。 断層 を挟ん で 反対側の ブ ロ ッ クが右に動い た場合は 、 右

横ずれ断層で あり、 左に動い た場合は左横ずれ断層で ある 。

　 しか しなが ら、見か けの うえは正 断層や逆断層の よ うに見え るが、実は横ずれ 断

層で あっ た とい う露頭 が人吉に近い 、 球磨運動公 園の 露頭で観察されたの で紹介す

る 。

　球磨運動公園の 露頭 は、人 吉層 下部層 を構成する礫岩 、 凝灰 質砂岩や凝灰 質泥岩

お よび それ らの 互層か らな り、

一般的な走向 ・傾斜は N33〜 53
°

E
，
14〜 20

°

S を示

す。 この 下部層には、比較的大 きな Fl 断層と F・2 段層が分布 し 、 それぞれ約 17m

と 12m の 落差を示す見か け上の 正断層で ある 。 しか しなが ら、　F4 断層の 断層面に

は 、 水平方向の 線構造 （ス リ ッ ケン ライ ン）が認 め られ こ とか ら 、 水平横ずれ 断層

で ある こ とは明 らか で ある。 また 、 図一1 に示 すよ うな運動公 園の 標高で の 水平断

面 を作成 し、 F−1 断層の横ずれ成分を検討 したとこ ろ、その 変異は約 180m に及ぶ

こ とが明 らか になる とともに F−2 断層も約 150m の 変異を示す左横ずれ断層 で ある

こ とが判 っ た 。 図一2β に示 すよ うに氷平横ずれ断層は 、 断層を挟んで 同 じ走向 ・ 傾

斜の 地層 で あ っ て も断層面 の傾斜の 違い に よ っ て も 、 見か け上の 正 断層や逆断層 に

なる こ とを理解 してお く必 要がある。 さらに、断層面 を挟 んで 連続 して い た と考え

られ る地層の 層厚 に相違が認 め られ る揚合は 、 横ずれ断層を想定するか断層面 を挟

ん で 地層の傾斜に相違があるの か な どを検討す る必 要がある 。 こ の よ うに断層は 、

『

一
露頭の観察 か ら直 ちに分類す る こ とは可能 で あるが 、同じ断層系で も見 る場所に

よ っ て 異なる名が 与え られ る揚合が生 じ る。 こ の ため 、 断層を教材に するばあい に

は 、 断層面上 の ス リッ ケン ライン の 確認 、 水平断面図の 作成 、 現在 の 地形的特徴の

把握 など十分検討 した うえで 指導する必 要がある。

　断層の 幾何学的お よび運 動学的な分類を行 うこ とは 、 その 場が どの よ うな応力場

にお かれて い たか を知 る重要な手 がか りに なる 。 す なわ ち、人吉盆地が横ずれ断層

に よ っ て 形成 された とするな らば、横ずれ断層に伴 う堆積盆形成モ デル の
一

つ で あ

るプル ア パ ー トベ ーズ ン の 可能性が強 く示唆され る。
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